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居住誘導区域から日吉台を除外、立案
市

街

地

を

コ

ン

パ

ク

ト

に

再

構

築

し

、

持

続

可

能

な

ま

ち

づ

く

り

と

活

性

化

を

は

か

る

大

津

市

の

立

地

適

正

化

計

画

案

で

、

日

吉

台

学

区

が

、

人

口

を

集

中

さ

せ

る

居

住

誘

導

区

域

か

ら

外

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

。

学

区

で

は

、

空

き

家

対

策

や

認

定

こ

ど

も

園

誘

致

な

ど

、

若

年

層

の

定

住

化

を

は

じ

め

、

人

口

流

入

増

に

よ

る

活

性

化

策

を

ま

ち

づ

く

り

の

柱

に

据

え

活

動

を

続

け

て

お

り

、

人

口

流

入

を

阻

害

さ

せ

か

ね

な

い

誘

導

区

域

除

外

の

計

画

立

案

に

「

学

区

の

ま

ち

づ

く

り

方

針

に

真

っ

向

か

ら

反

す

る

の

で

は

」

と

強

い

懸

念

の

声

が

あ

が

っ

て

い

る

。

事

態

を

重

く

み

た

学

区

自

治

連

合

会

（

丸

山

郁

夫

会

長

）

は

、

1

月

19

日

、

立

地

適

正

化

計

画

案

に

関

す

る

公

開

質

問

状

を

市

に

提

出

、

市

の

姿

勢

を

質

す

こ

と

に

し

た

。

大
津
市
の
立
地
適
正
化
計
画
案

公
開
質
問
状
は
、
①
日
吉

台
を
居
住
誘
導
区
域
に
編
入

で
き
な
い
理
由
。
誘
導
地
域

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
②
誘
導
地
域
か
ら
外
れ

た
場
合
、
学
校
や
市
民
セ
ン

タ
ー
が
統
廃
合
の
対
象
に
な
っ

た
り
、
改
築
の
優
先
順
位
が

下
が
る
と
い
っ
た
公
共
施
設

へ
の
投
資
面
で
の
不
利
や
サ
ー

ビ
ス
低
下
が
お
こ
ら
な
い
か
。

公
共
交
通
の
維
持
に
対
す
る

行
政
の
取
り
組
み
は
、
誘
導

地
域
と
同
等
に
お
こ
な
わ
れ

る
か
③
転
入
の
減
少
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
も
困
難
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
な
か
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る

「
良
好
な
住
環
境
の
維
持
、

拡
充
」
を
ど
の
よ
う
に
実
現

さ
せ
る
の
か
④
滋
賀
県
告
示

で
地
す
べ
り
に
よ
る
土
砂
災

害
警
戒
区
域
は
全
体
の
1
割

程
度
。
な
ぜ
全
域
が
居
住
誘

導
区
域
外
に
な
る
の
か
⑤
全

域
が
ハ
ザ
ー
ド
地
域
で
居
住

誘
導
区
域
外
と
す
る
の
で
あ

れ
ば
現
住
民
の
居
住
は
危
険

で
は
な
い
の
か
。
危
険
で
な

い
の
な
ら
逆
に
な
ぜ
居
住
誘

導
区
域
外
に
な
っ
た
の
か
ー

の
５
項
目
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
、

「
小
さ
く
ま
と
ま
っ
た
」
と

い
う
意
味
。
立
地
の
良
い
場

所
に
集
ま
っ
て
住
ん
で
も
ら

い
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
効
率
化
さ
せ
る

政
策
。
国
は
、
こ
の
政
策
を

広
げ
る
た
め
全
国
の
自
治
体

に
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定

を
求
め
て
い
る
。

大
津
市
で
も
国
の
方
針
に

基
づ
き
、
市
立
地
適
正
化
計

画
の
策
定
に
取
り
組
み
、
令

和
２
年
10
月
、
計
画
の
基
礎

に
な
る
素
案
を
作
成
。
12
月

か
ら
同
３
年
１
月
に
か
け
同

案
に
対
す
る
住
民
の
意
見
を

聞
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
た
が
、
パ
ブ
コ
メ

を
募
集
す
る
な
か
で
日
吉
台

学
区
が
、
居
住
誘
導
区
域
外

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。居

住
誘
導
区
域
は
、
人
口

減
少
が
す
す
む
な
か
、
「
人

口
密
度
を
維
持
さ
せ
る
地
域
」

を
約
束
す
る
も
の
。
居
住
誘

導
区
域
の
な
か
に
、
役
所
、

学
校
、
商
業
施
設
、
病
院
な

ど
が
機
能
す
る
「
都
市
機
能

誘
導
区
域
」
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
こ
れ

ら
の
区
域
に
は
、
土
地
利
用

の
容
積
緩
和
や
優
遇
税
制
、

補
助
金
な
ど
の
措
置
が
施
さ

れ
郊
外
か
ら
人
口
誘
導
が
図

ら
れ
る
。

国
の
都
市
計
画
運
用
指
針

に
よ
る
と
、
地
す
べ
り
防
止

区
域
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒

区
域
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
に
つ
い
て
は
、
「
原
則

と
し
て
居
住
誘
導
区
域
に
含

ま
な
い
」
と
あ
り
、
日
吉
台

地
域
が
誘
導
地
域
か
ら
外
さ

れ
た
の
は
、
地
域
全
体
が

「
雄
琴
地
区
地
す
べ
り
防
止

区
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る

た
め
、
と
い
う
。

住
民
を
呼
び
込
め
な
い
計

画
で
、
今
後
、
日
吉
台
の
持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
で

き
る
の
か
、
日
吉
台
へ
人
を

呼
び
込
む
活
性
化
事
業
な
ど

投
資
的
事
業
に
国
、
県
、
市

な
ど
補
助
、
助
成
は
可
能
な

の
か
、
住
民
の
不
安
が
広
が

り
、
学
区
自
治
連
合
会
の
公

開
質
問
状
提
出
の
行
動
に
い

た
っ
た
。

市
立
日
吉
台
幼
稚
園
が
廃

園
と
な
り
、
学
区
住
民
あ
げ

て
跡
地
に
誘
致
を
め
ざ
し
た

認
定
こ
ど
も
園
「
日
吉
台
至

明
こ
ど
も
園
」
の
建
設
工
事

が
順
調
に
進
み
、
園
舎
外
観

が
姿
を
現
わ
し
た
。
同
こ
ど

も
園
を
運
営
す
る
社
会
福
祉

法
人
「
一
向
山
福
祉
会
」

（
西
川
義
光
理
事
長
）
は
３

月
14
日
完
成
式
を
行
い
、
４

月
１
日
、
開
園
す
る
。

誘
致
運
動
は
、
学
区
の
幼

児
教
育
を
担
っ
て
い
た
市
立

日
吉
台
幼
稚
園
の
廃
園
問
題

が
き
っ
か
け
。
学
区
自
治
連

合
会
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

な
ど
が
協
議
を
重
ね
、
跡
地

に
保
育
機
能
を
備
え
た
認
定

こ
ど
も
園
設
置
の
要
望
運
動

を
展
開
、
２
６
０
０
人
余
の

住
民
署
名
を
集
め
市
議
会
に

請
願
。
当
時
の
越
直
美
市
長

ら
市
、
市
教
委
側
に
も
陳
情

を
行
い
、
民
間
の
運
営
事
業

者
公
募
に
よ
る
認
定
こ
ど
も

園
設
置
が
決
ま
っ
た
。

だ
が
、
開
園
ま
で
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
曲
折
も
。
事
業

者
公
募
は
平
成
29
年
秋
実
施
。

し
か
し
、
こ
の
時
の
公
募
条

件
は
、
現
存
の
幼
稚
園
園
舎

を
そ
の
ま
ま
利
用
す
る
の
が

条
件
だ
っ
た
た
め
、
園
舎
買

収
費
ほ
か
、
老
朽
園
舎
の
抜

本
的
改
修
な
ど
過
大
な
投
資

を
強
い
ら
れ
、
設
置
法
人
側

が
進
出
に
二
の
足
を
踏
み
応

募
事
業
者
が
現
れ
な
か
っ
た
。

１
回
目
の
公
募
不
調
で
、
開

園
は
当
初
予
定
に
比
べ
遅
れ
、

学
区
住
民
を
不
安
視
さ
せ
た
。

こ
の
た
め
、
市
は
、
市
費

で
園
舎
を
撤
去
。
更
地
と
し

た
敷
地
を
設
置
法
人
に
賃
貸

と
す
る
方
式
に
公
募
方
針
を

変
更
。
令
和
元
年
７
月
か
ら

９
月
に
か
け
、
２
回
目
の
設

置
法
人
公
募
を
行
い
、
お
隣

の
大
津
市
坂
本
８
丁
目
、

「
専
称
寺
保
育
園
」
を
運
営

す
る
社
会
福
祉
法
人
「
一
向

山
福
祉
会
」
（
西
川
義
光
理

事
長
）
が
名
乗
り
を
挙
げ
、

進
出
が
決
ま
っ
た
。

１
回
目
の
公
募
不
調
で
、

開
園
は
、
令
和
３
年
４
月
に

な
り
、
当
初
予
定
に
比
べ
２

年
遅
れ
。
同
福
祉
会
は
園
名

を
「
日
吉
台
至
明
こ
ど
も
園
」

と
名
付
け
た
。
認
定
こ
ど
も

園
は
、
幼
稚
園
と
保
育
所
の

機
能
を
併
せ
持
つ
施
設
。
定

員
は
、
幼
稚
園
機
能
の
１
号

認
定
15
人
、
保
育
園
機
能
の

２
・
３
号
認
定
60
人
の
計
75

人
。
一
向
山
専
称
寺
が
明
治

５
年
、
大
津
市
坂
本
に
坂
本

小
学
校
の
前
身
の
一
つ
「
至

明
学
校
」
を
創
立
し
た
こ
と

か
ら
、
由
緒
あ
る
「
至
明
」

の
名
を
園
名
で
復
活
さ
せ
た
。

園
舎
建
設
は
、
９
月
１
日

に
旧
日
吉
台
幼
稚
園
跡
地
で
、

仏
式
に
よ
る
起
工
式
が
行
わ

れ
以
来
、
急
ピ
ッ
チ
。
１
月

末
に
は
本
体
を
囲
む
足
場
や

シ
ー
ト
が
取
り
払
わ
れ
２
階

建
て
延
べ
６
０
０
平
方
㍍
の

青
い
屋
根
に
ク
リ
ー
ム
色
の

園
舎
本
体
が
姿
を
現
わ
し
、

仕
上
げ
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

「

人
口
流
入
を
阻
害
さ
れ
か
ね
な
い
」

計
画
に
強
い
懸
念
、
質
問
状
で
市
質
す

学区自治連

日
吉
台
至
明
こ
ど
も
園
、
４
月
開
園

幼
稚
園
跡
地
、
学
区
住
民
の
願
い
み
の
る

外観が姿を現わした日吉台至明こども園園舎
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Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
で
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く

平
成
26
年
５
月
、
学
区
自

治
会
員
へ
の
情
報
提
供
と
日

吉
台
の
魅
力
を
内
外
に
発
信

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
さ

れ
た
日
吉
台
学
区
自
治
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝
写
真
。

閲
覧
数
が
月
平
均
で
２
５
０

０
か
ら
３
０
０
０
を
コ
ン
ス

タ
ン
ト
に
記
録
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
運
営
委
員
会
は
、
「
今
年

２
月
号
か
ら
日
吉
台
新
聞
の

題
字
下
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も
掲

載
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

も
よ
り
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

学
区
の
動
き
が
よ
く
わ
か
る

の
で
見
た
こ
と
の
な
い
方
は

一
度
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
各
種
団
体
や
各
丁

自
治
会
も
情
報
提
供
や
会
則

類
の
保
管
、
会
報
の
掲
載
な

ど
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
」

と
活
用
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
学
区

自
治
連
の
活
動
内
容
・
議
事

録
や
規
定
、
文
書
な
ど
の
ほ

か
、
学
校
だ
よ
り
、
日
吉
台

新
聞
な
ど
を
掲
載
。
誰
で
も
、

い
つ
で
も
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
電
車
バ
ス

時
刻
表
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
な
ど
知
っ
て
い
る
と
便
利

な
情
報
も
。
ま
た
、
投
稿
者

が
作
る
欄
も
あ
り
、
登
録
し

て
い
れ
ば
特
別
な
編
集
ソ
フ

ト
な
し
で
投
稿
で
き
る
の
が
、

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
大
き

な
特
徴
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て

い
る
。

開
設
当
初
は
、
自
治
連
合

会
か
ら
の
議
事
録
な
ど
の
情

報
提
供
が
主
だ
っ
た
が
、
最

近
で
は
各
種
団
体
、
小
学
校

な
ど
の
情
報
な
ど
掲
載
の
幅

が
広
が
っ
た
の
に
加
え
７
年

近
く
の
運
営
で
情
報
が
蓄
積

さ
れ
記
録
化
の
意
味
合
い
も

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
更
新
さ

れ
て
い
な
い
と
見
向
き
も
さ

れ
な
い
悩
み
が
あ
り
、
運
営

委
で
は
、
自
治
会
議
事
録
や

日
吉
台
新
聞
、
定
期
発
行
の

記
事
や
記
録
の
ほ
か
、
学
区

の
み
な
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

た
い
情
報
が
あ
る
場
合
な
ど
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
更
新
を
心
が

け
て
い
る
。

日
吉
台
小
の
児
童
を
対
象

に
募
集
し
た
「
人
権
標
語
」

で
、
各
学
年
の
代
表
標
語
が

決
ま
り
、
昨
年
12
月
同
小
で

行
わ
れ
た
「
人
権
を
考
え
る

児
童
集
会
」
の
校
内
放
送
で

代
表
標
語
が
紹
介
さ
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
作
品
は
、
友
達

や
仲
間
と
の
関
係
で
心
掛
け

た
い
こ
と
や
願
い
を
標
語
に

し
て
い
る
児
童
が
多
く
み
ら

れ
た
。

こ
の
標
語
は
、
日
吉
台
市

民
セ
ン
タ
ー
や
学
区
内
各
丁

の
掲
示
板
に
掲
示
さ
れ
て
い

る
。各

学
年
代
表
作
は
表
の
と

お
り
。
（
敬
称
略
）

３
丁
目
東
在
住
の
上
山
賢

治
さ
ん
宅
で
は
、
住
宅
の
軒

先
に
大
津
市
企
業
局
の
補
助

を
受
け
、
雨
水
貯
留
タ
ン
ク

を
設
置
し
、
上
水
の
節
約
な

ど
エ
コ
に
活
用
し
て
い
る
。

昨
年
秋
、
大
津
市
の
広
報

で
、
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
補

助
制
度
が
あ
る
の
を
知
り
応

募
、
住
宅
軒
先
に
市
販
の
２

４
０
㍑
タ
ン
ク
を
設
置
し
た
。

利
用
し
た
の
は
、
市
企
業

局
の
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
設

置
助
成
制
度
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
と
、
多
く
の
住
民

が
、
タ
ン
ク
に
雨
水
を
貯
め

る
こ
と
で
街
の
な
か
に
小
さ

な
ダ
ム
が
た
く
さ
ん
で
き
る

こ
と
に
な
り
、
大
雨
の
時
に

浸
水
被
害
を
減
ら
す
効
果
が

あ
る
。
ま
た
、
溜
ま
っ
た
水

を
庭
木
の
水
や
り
に
使
え
ば
、

水
道
料
金
の
節
約
に
も
な
る
、

と
い
う
。
設
置
費
用
の
３
分

の
２
の
補
助
が
あ
る
が
、
こ

の
補
助
制
度
は
、
令
和
２
年

度
限
り
で
終
了
の
予
定
。

上
山
さ
ん
宅
で
は
、
設
置

後
、
庭
の
植
木
の
水
や
り
に

使
用
し
て
お
り
、
今
年
の
夏

場
の
使
用
に
エ
コ
の
効
果
を

期
待
し
て
い
る
。

学
区
空
き
家
対
策
委
員
会

は
、
学
区
内
１
丁
目
南
の
空

き
家
所
有
者
か
ら
申
し
入
れ

が
あ
っ
た
軒
先
ガ
レ
ー
ジ
の

借
り
主
を
募
集
し
て
い
る
。

借
り
手
を
募
集
し
て
い
る
の

は
、
1
丁
目
南
地
区
の
第
１

公
園
近
く
の
民
家
軒
先
ガ
レ
ー

ジ
。学

区
内
で
は
、
マ
イ
カ
ー

を
複
数
所
有
す
る
世
帯
が
増

加
し
て
い
る
が
、
住
宅
地
で

は
１
台
し
か
駐
車
で
き
な
い

車
庫
が
多
い
。
空
き
家
対
策

委
が
、
活
動
の
一
つ
と
し
て
、

住
宅
内
の
路
上
駐
車
を
防
ぐ

た
め
、
住
民
の
戸
建
て
住
宅

敷
地
内
で
使
わ
れ
な
く
な
っ

た
ガ
レ
ー
ジ
を
車
庫
と
し
て

使
う
あ
っ
せ
ん
事
業
を
始
め

て
い
る
。

駐
車
料
金
は
有
料
。
料
金

に
つ
い
て
は
、
借
り
主
、
貸

し
手
が
協
議
し
て
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
空
き
家

対
策
委
が
双
方
の
協
議
に
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
。
詳
細
に
つ

い
て
の
問
い
合
わ
せ
や
申
し

込
み
は
、
学
区
空
き
家
対
策

委
の
濱
崎
事
務
局
長
（
０
９

０
ー
５
０
５
３
ー
５
４
５
５
）

ま
で
。公

園
に

桜
植
樹
計
画

日
吉
台
花
と
緑
の
会
（
北

海
彰
会
長
）
は
、
日
吉
台
に

あ
る
９
か
所
の
児
童
公
園
に

ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
桜
の
苗

木
計
42
本
を
植
樹
す
る
こ
と

に
な
り
、
２
月
か
ら
３
月
に

か
け
て
の
植
樹
に
備
え
準
備

を
進
め
て
い
る
。

ジ
ン
ダ
イ
ア
ケ
ボ
ノ
桜
は
、

花
は
淡
紅
色
の
一
重
咲
き
の

中
輪
。
開
花
期
は
４
月
上
旬
。

都
立
神
代
植
物
公
園
に
原

木
が
あ
る
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

よ
り
花
色
が
濃
く
、
て
ん
ぐ

巣
病
に
か
か
り
に
く
く
日
本

花
の
会
で
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
の
後
継
品
種
と
し
て
栽
培

奨
励
し
て
い
る
。

こ
の
桜
は
、
県
緑
化
推
進

会
が
、
関
西
み
ら
い
銀
行
緑

と
水
の
基
金
か
ら
寄
贈
を
受

け
、
日
吉
台
花
と
緑
の
会
が

配
布
を
受
け
た
も
の
。
花
と

緑
の
会
は
、
植
樹
に
備
え
枯

れ
葉
な
ど
の
た
い
肥
収
集
な

ど
作
業
を
し
て
い
る
。

学
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
昨
年
末
の
12
月
26
日
、
隣

接
の
坂
本
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
と
と
も
に
比
叡
山
ふ
も
と

の
名
勝
、
日
吉
大
社
境
内
の

年
末
迎
春
準
備
の
清
掃
奉
仕

を
行
っ
た
。

日
吉
大
社
境
内
の
清
掃
は
、

両
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
年

間
を
通
じ
恒
例
で
奉
仕
作
業

を
し
て
い
る
が
、
年
末
の
作

業
は
、
同
神
社
の
迎
春
準
備

に
重
な
り
、
特
に
念
入
り
に

行
わ
れ
る
。
日
吉
台
学
区
か

ら
は
４
ク
ラ
ブ
18
人
が
参
加

し
た
。
手
足
が
こ
ご
え
、
し

び
れ
る
よ
う
な
寒
さ
の
な
か
、

学
区
の
参
加
者
は
、
参
拝
者

ら
が
数
多
く
集
ま
る
日
吉
大

社
西
本
宮
付
近
を
担
当
、
竹

ぼ
う
き
や
熊
手
な
ど
を
使
っ

て
、
境
内
に
あ
る
落
ち
葉
な

ど
を
一
時
間
が
か
り
で
き
れ

い
に
掃
き
清
め
、
同
神
社
境

内
は
、
迎
春
を
待
つ
ば
か
り

と
な
っ
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

清
掃
奉
仕
の
あ
と
、
拝
殿
前

に
集
合
、
同
神
社
神
官
か
ら

お
祓
い
を
う
け
、
新
年
の
健

康
と
家
内
安
全
な
ど
を
祈
願

し
た
。

注 4年生の野原さんの原は「がんだれ」のなかに日の下に小です。

子どもたちの人権標語作品

日吉台小

雨
水
利
用
で
エ
コ
生
活

軒
先
に
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
設
置

日
吉
大
社
で
年
末
清
掃
奉
仕

学
区
老
ク
連

ガ
レ
ー
ジ
の
借
り
主
募
集

１
丁
目
南
の
住
宅

軒
先
に
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
を
設
置
、
雨
水
を
庭
木
の
水
や
り
に

活
用
す
る
上
山
さ
ん
。


